
 

  

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

-  8月 AUGUST - 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 1 0 1 1 

12 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 

19 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 

26 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1  
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休館日 

8:30～20:00 

8:30～18:00 

8:30～17:00 

 

-  9月 SEPTEMBER - 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 

16 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 

23 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 

30       

 

 

開館 

カレンダー 

 

図書館では夏季休暇に合わせて、長期貸出を行います。 

📖 長期貸出開始日：７月２６日 

📖 返却期限日：１０月１日 

📖 冊数 ：通常通り 

この機会にゆっくりと本を読んでみませんか？ 

※一部長期貸出対象外の図書があります。（医療専門図書） 

※外部からの一般利用者は長期貸出対象外となります。 

『送り火』 高橋弘希/著 

自然は沈黙し、少年たちは血の遊戯に熱狂する――東京から山間の町に引越した

中学三年生の歩。うまくやってきたはずだった。あの夏、河へ火を流す日までは。 

注目の俊英、渾身作！ 

『ファーストラヴ』 島本理生/著 

夏の日の夕方、多摩川沿いを血まみれで歩いていた女子大生・聖山環菜が逮捕された。 

彼女は父親の勤務先である美術学校に立ち寄り、あらかじめ購入していた包丁で父親を刺殺した。環菜

は就職活動の最中で、その面接の帰りに凶行に及んだのだった。環菜の美貌も相まって、この事件はマス

コミで大きく取り上げられた。なぜ彼女は父親を殺さなければならなかったのか？臨床心理士の真壁由紀

は、この事件を題材としたノンフィクションの執筆を依頼され、環菜やその周辺の人々と面会を重ねることに

なる。そこから浮かび上がってくる、環菜の過去とは？ 「家族」という名の迷宮を描く傑作長篇。 

『風下の朱』古谷田奈月/著 

『美しい顔』北条裕子/著 

『しき』 町屋良平/著 

『もう「はい」としか言えない』 

 松尾スズキ/著 

『破滅の王』上田早夕里/著 

『宇喜多の楽土』木下昌輝/著 

『じっと手を見る』 窪美澄/著 

『傍流の記者』本城雅人/著 

『未来』 湊かなえ/著 

 芥川賞・直木賞はどのように選ばれるの？？ 

 

芥川賞と直木賞の選考会は年 2回。  上半期は 7月、下半期は翌年 1月に行われるよ。 

上半期は前年 12月から 5月まで、下半期は 6月から 11月までに刊行された書籍が対象だよ。 

対象期間中に刊行された作品の中から、数度の予備選考委員会を経て最終候補作が選ばれ、選考委員の 

討議によって受賞作（１作または２作）が決定するんだ。 

「受賞作なし」となることもあるんだよ。 

🌼受賞作品、ノミネート作品は『芥川賞・直木賞コーナー』にあります 

私が薦めるこの 1冊 
経営経済学部：経営経済学科 准教授 

鍋田 耕作先生 

☆筋トレは必ず人生を成功に導く 

☆超筋トレが最強のソリューションである 

☆筋トレビジネスエリートがやっている最強の食べ方 

☆出せる!魅せる!二の腕ワークアウト 

 

☆モデルが始めている１０日間で脚からキレイにやせる「美脚トレ」 

☆美人はキレイな筋肉でできている 

『福祉の思想』 糸賀一雄/著 日本放送出版協会 

今回ご紹介する『福祉の思想』は、私が学生時代に出会っ

たものであり、福祉を理解する原点となった著書になります。 

この著書は、福祉の視点や考え方、物事のとらえ方について

多くの気づきを得ることができるものであると思っています。 

この著書は昭和43年に発行されていますが、糸賀一雄氏

の思想は、今日の福祉を考えるうえでも非常に大切なもので

あると思っています。 

ところで、私たちは日頃から「権利」を意識して生活してい

るでしょうか。あまり意識せずに日常を過ごしているかと思い

ます。しかし、私たちには日本国憲法により様々な権利が保

障され、その権利を行使して生活を送っています。 

例えば、日本国憲法第 25 条では「すべて国民は、健康で

文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。」としており、 

すべての国民に対し「生存権」を保障しています。 

つまり、このような権利を保障していく取り組みや活動が

社会福祉になります。 

そして、この著書では、「社会福祉というのは、社会の単

なる総量をいうのではなくて、そのなかでの個人の福祉が

保障される姿を指すのである」としています。 

つまり、社会の中に福祉のサービスがどれだけあるのか

ではなく、個々人の権利が保障される社会を実現していくこ

とが福祉であるということができます。 

皆さんの「福祉」について考えるきっかけになればと思

い、推薦させていただきます。 

 

🌼鍋田先生おすすめ図書は『おすすめ図書コーナー』にあります。 


